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問  交通公園での交通安全教室のカリキュラムについ
て指導員からの要望は。

答 	 交通指導員の意見や保育園からの要望を取り入れ
てカリキュラムを改善している。

問  日よけの場所がない交通公園の炎天下対策は。
答 	 開催時期や実施時間を工夫し、さらに建物の日陰
などを使い学習や休憩を行っている。

問  交通事故に対処するなどの交通安全指導ができる
施設が必要では。

答 	 さまざまな形状の道路や信号機を備え、交通安全
教育全般を学べる大規模な施設は、公共施設適正
化の観点からも困難である。

問  沿道美化によるみちづくりの状況は。
答 	 主要幹線道路は定期的に年２回、交通安全上危険
箇所は別途除草作業を実施。市外からの来訪者だ
けでなく、市民の方も快適に利用できるよう沿道

交通安全への取り組みについて

日本一の花の生産地をアピールするた
めの沿道美化・道路整備について

環境の維持管理を進める。

問  除草の方法や時期、回数を増やすなど検討できな
いか。

答 	 除草作業方法や時期、効果的な回数を検証する。
国・県道は、草刈り回数を増やしてもらうよう県
に要望する。

問  日本一の花の生産地をアピールする沿道美化の取
り組みは。

答 	 奨励花壇と沿道花壇の制度（※）や花苗の無料配
布を実施。また、市民緑花まつりで市民の緑化に
対する意識づけを行っている。

問  日本の道100選にも負けない道への取り組みは。
答 	 主要道路沿いの花壇に植栽を実施。また、奨励花
壇や沿道花壇のさらなる充実を図る。

市外からの来訪者だけでなく、市民の方も快適に利用できる
よう沿道整備を進める
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（※）	奨励花壇：沿道や公園などで10㎡以上の花壇を管理する
団体に花苗の無料配布（年２回）と補助金を交付

	 沿道花壇：沿道の花壇やプランターを管理する個人や団
体に花苗を無料配布（年2回）


